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（20／26）が103ng／m1以上を示し，残り6例は20

ng／ml以下，25，27，32，160ng／m1であった．　AFP

の経過観察がなされている19例の経日的変動をみ

るに肝癌発見1年以前に比べ発見後により高値を

示したものが13例（内4例は発見時103ng／m1以下

であったが），2週間以後に103ng／m∫以上になっ

た），減少したものが1例，あまり大きな変動を

示さず終始200　ng／m1以下にとどまったものが5

例であった．

　肝癌発見後の22例CEAの最高値は2．5ng／m1以

下から8．2ng／m1まで分布したが，そのほとんど

（17／22）が5・On9／m1以下であった．　CEAの経過

観察がなされている15例の経日的変動をみるに肝

癌発見1年以前に比べ発見後により高値を示した

ものが7例，減少したものが2例，終始2．5ng／m1

以下にとどまったものが6例であった．

　HBs抗原は10／26例に，　HBs抗体は9／24例に認

められ両者共に陰性は8例，逆に共に陽性はわず

かに1例にすぎなかった．HBs抗原・抗体陽性例

の内，経過観察のなされている4例のHBs抗原

力価と10例のHBs抗体力価の経日的変動を各々

同一一リァキットで求めてみると，肝癌発見1年以

前に比べ発見後に抗原力価がより高値を示したも

のが1例，減少したものが1例，有意の変動を示

さなかったものが2例であった．またHBs抗体

力価が経過につれてより高値を示したものが2例，

減少したものが4例，有意の変動を示さなかった

ものが4例であった．

25．びまん性肝疾患の経過観察中hepatomaの発

　　生を認めた26症例の検討（その2）一早期

　　肝癌検出への考察一

今枝　孟義　　仙田　宏平

加藤　敏光　　浅田　修市

山脇　義晴　　土井　偉誉

　　　　（岐大・放）

　この11年間に経験した143例の肝細胞癌（以下

肝癌）を対象として核医学的複合検査法による切

除可能という意味での“小さな肝癌”の発見の可

性能を検討したので報告した．143例の男女比は

107：36であった．年齢分布は50～60歳代が63°6

を占めた．肝疾患例1533例のAFPの内，400n9／m1

以上を示したものが肝癌6896（93／137）であるのに

対し慢性肝炎1％（6／770），肝硬変3％（10／336），

転移性肝癌7％（7／101）であり，AFPによる肝癌

の診断的価値は非常に高いが早期発見への手段と

しては疑問が残った．CEAによる肝癌の診断的

価値は，それのみでは低いがAFPと組合せるこ

とによって意義を認めた．AFP　20ng／m1以上で

CEA　8．5ng／m1以下の範囲に肝癌が97％（94／97）を

占め，逆に転移性肝癌はCEA　10ng／m1以上に9296

（33／36）を占め，しかもAFP　20ng／m1以上の11

例すべてを占めた．HBs抗原陽性率は肝癌42°6

（58／137），しかも肝硬変合併群では50∩。（49／98）

であるのに対し慢性肝炎17°。（135／794），肝硬変

26％（99／384），転移性肝癌396（3／101）でありHBs

抗原は肝癌に高率に認められた．HBs抗体陽性率

は肝癌28％（37／134），慢性肝炎2996（229／786），肝

硬変30％（115／385）と大差を認めなかった．転移

性肝癌は42％（42／101）と高かった．コロイド肝シ

ンチにおける肝癌43例の検出部位は右葉に63％，

左葉に6％，両葉に26％であり，残り5％は検出

しえなかった．右葉をCantlie氏線によって右と

中区域に分けると右は中区域の2倍弱を占めた．

検出しえた最小肝癌は右葉で4．5×3・45×35cm，

左葉で2．0×3．0×2．Ocmであった．6？Gaシンチ，

RIアンギオはコロイド肝シンチに比べ肝癌検出

率は非常に低く早期発見にはあまり役立たず質的

診断にとどまるべきものと思われた．

26．核医学検査法と超音波検査法の併用による

　　肝疾患診断（第1報）
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　近年，超音波診断装置の進歩に伴い超音波診

断の臨床的有用性は著しく向上した．従来，著
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者らは複合RI検査法により，肝疾患の診断を試

みているが，今回リニア型電子スキャナーによる

超音波診断装置を使用し，従来のRI検査に超音

波診断を併用することにより肝疾患の診断能向上

に関し検討した．限局性病変の検出能では，RI

肝スキャンと対比した場合，25例中20例が超音波

により，25例中22例がRIにより検出可能であっ

た．しかし，RIで検出不能であった肝外性に発

育した2例は，超音波で検出でき，RIと超音波の

いずれかにより25例中24例の検出が可能であった．

限局性病変の質的診断に関しては，cystic　Patten

を呈した4例全例は肝嚢胞であり，原発性肝癌，転

移性肝癌，肝膿瘍は，solid　or　mixed　patternを呈

した．また，原発性肝癌，転移性肝癌の鑑別に関

しては，原発性肝癌では周囲肝組織より小なる

echo所見（9例中6例）を示すことが多く，逆に

転移性肝癌では大なる所見（6例中4例）を示す

ことが多く認められたが，一般に複合RI検査の

方が両疾患の鑑別には優れていた．

　肝胆道疾患では，肝外閉塞性疾患9例中7例で

肝内胆管拡張を示す所見が超音波より得られたが，

肝スキャンでかかる欠損を呈したのは2例にすぎ

なかった．

　以上，今後症例数の増加と共に，両検査法の特

質を活かすことにより，超音波とRIの組み合わ

せによる，従来より精度の高い検査法の確立をめ

ざしたい．

27．DeconvolutiDn　analysisによるi3il－HipPuran

　　投与後の腎動態機能の検索

竹田　　寛　　古川　勇一

前田　寿登　　中川　　毅

山口　信夫　　田口　光雄

　　　（三重大・放）

　1311－Hippuran静注後の経時的dataをガンマカ

メラ及びon－line　computer　systemを用い，心領

域のtime－activity　curveを入力とし，腎領域のそ

れを出力としてdeconvolutionを行う事よりtra－

nsfer　fしnction（以下TF）を求めた．このTFは
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腎動脈より1311－Hippuranを直接投与した後の

renogramと良く一致することを既に報告した．

我々はTFの解析にmena　transit　time，　maximum

transit　time（以下max．　TT），skewness，　standard

deviation（以下SD），initial　heightの5個のpara－

meterを用い，それら全腎における算出値をprint

outし，各単位領域毎の算出値は輝度として表示

し，functionahmage（以下FI）を作製した．糸球

体腎炎，腎硬化症等のび漫性疾患では，全腎TF

は二相性のパターンを示し，FIでは各Parameter

でび漫性に延長した像が認められたがskewness

にて不均一な分布が著明であった．腎孟腎炎等の

局所性閉塞性疾患では，全腎TFは軽度延長した

一相性のパターンを示し，FIでは特にskewness

にて局所病巣部が強調して描出された．腎血管性

高血圧症では，全腎TFは軽度の二相性パターン

を示し，FIではskewness，　SD，　max．　TTで患側

のび漫性延長が認められた．又腎区域動脈狭窄例

では，その支配領域に一致して前記3種のpara

meterに高値が認められた．

　TFは，種々の腎疾患にて鑑別診断上，又それら

の病態生理を解明する上にも有用であると考える．

28．201TICIを用いた甲状腺シンチグラムについ

　　て（その2）

竹内　　昭　　古賀　佑彦

　　　（名衛大・放）

　　　岩田　重信

　　　　（同・耳）

　　　丸田　守人

　　　　（同・外）

　甲状腺に腫瘤を触れ，手術の対象と考えられた

患者について，99mTcO4一及び201TIC1を用いてシ

ンチグラフィーを行ない，組織像との関係を検討

した．症例は20例で，濾胞性腺癌2例，濾胞性腺

腫7例，乳頭状腺癌4例，橋本氏病2例，のう腫

2例，組織像のはっきりしない甲状腺癌1例であ

った．橋本氏病を除く18例は，何れも99mTcシンチ

グラムで欠損像を示した．この欠損部に2°iTlシ
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